
安否確認訓練 

人数 時間 場所 用意するもの 

10 人～ 60 分～ 実際に住んでいる地域 安否確認札、集計表など 

〇災害初期における隣近所の声のかけ合いや、地域で決めた方法による地域全体での安

否確認を行いましょう。 

〇安否札やタオルを用いるなど、地域でルールを定めて定期的に

安否確認訓練を実施しましょう。 

〇高齢者や体が不自由な方だけでなく、乳幼児、妊婦さんにも配

慮が必要です。また、健常者でも負傷すれば近隣の方々の助け

が必要になります。このような認識を自主防災組織内で共有し

ましょう。 

〇要配慮者の情報は平常時から把握し、必要に応じて優先的に安否確認を行うなど、自

主防災組織の皆様で連携した支援を検討しましょう。 

※初めて訓練を実施する場合はフェーズごと地域で確認しながら行うのも良いです。 

【訓練スケジュール（例）】 


